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大阪大学外国語学部ウルドゥー語研究室紹介�

大阪におけるウルドゥー語研究・教育�
　大阪におけるウルドゥー語教育・研究の歴史は、
1921 年の大阪外国語学校印度語部開設に始まる。
同語部は、1944 年大阪外事専門学校インド科と改
称され、1949 年の大阪外国語大学インド語学科開
設へと続く。この「印度語」や「インド語」は、ウ
ルドゥー語をも指している。たとえば1943年に第
一版が出版された「インド語四週間」（木村一郎著・
大学書林）には　　　　　（ヒンドゥスターニー）
という名称が用いられており、ウルドゥーの同義語
として扱われている。「インド語」や「ヒンドゥス
ターニー語」をウルドゥー語と全く同一言語である
と定義することはできないが、上掲書では文字もア
ラビア文字のみが挙げられており、実質的には現在
のウルドゥー語のことを指していると考えて差し支
えないだろう。�
　一方、東京では大阪より少し早くその歴史が始ま
った。東京外国語学校にヒンドスターニー語科が開
設されたのは1908年のことである。2008年12月に
は東京外国語大学でインド・パーキスターン語学科
開設100周年が祝われ、国際シンポジウムが開催さ
れた。�
　大阪外国語大学インド語科は、1966年にインド・
パキスタン語学科と改称されたが、前述のとおり「イ
ンド語」や「パキスタン語」という個別言語はなく、�

それぞれ実際にはヒンディー語、ウルドゥー語を指
している。�
　現在のウルドゥー語専攻は、日本人教員３人とパ
キスタンからの外国人招聘教員１人の計４人が担当
している。それに対し2008年度以降の入学定員は
18人である。長く豊かな伝統を有するウルドゥー
文学、南アジアのイスラーム、社会言語学など、そ
れぞれが専門を活かしつつ、研究および教育に携わ
っている。�
　これまでに在籍した研究者の優れた業績もいくつ
か挙げさせていただく。2005 年４月には、加賀谷
寛先生（大阪外国語大学名誉教授）によりウルドゥ
ー語辞典（ウルドゥー語→日本語）が出版された。
この辞典には、見出し語だけで１万8000語が挙げ
られており、大阪大学のみならず日本におけるウル
ドゥー語研究・教育における非常に大きな成果であ�
る。また同年10月にはタバッスム・カシミーリー
先生（元大阪外国語大学外国人教師）が国際交流奨
励賞（日本研究賞）を授賞された。加賀谷寛・濱口
恒夫（大阪外国語大学名誉教授）両先生による「南
アジア現代史 II」（山川出版社）も、パキスタンや
バングラデシュの歴史を学ぶ上で不可欠な著作であ
る。これだけを見ても、ウルドゥー語研究室は日本�
におけるウルドゥー語・南アジア研究に大きく貢献
してきていると言えよう。�
�
ウルドゥー語とは？�
　日本でなじみのある言語名は、その言語が話され
ている国や地域名が冠されていることが多く、言語
名を聞くと良くも悪くもそれなりのイメージが頭に
浮かぶことが多い。しかし「ウルドゥー語（Urdu）」
と聞いても、それがどこで話されているどんな言語
なのかをイメージしにくい。ウルドゥー語は、パキ
スタン憲法が「国語（national language）」と定めて�
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いる言語であり、同時にインドでも重要18言語の
１つに数えられている。�
　パキスタンや南アジア各地のムスリム（イスラー
ム教徒）の連接言語（link language）としての役割
も看過できない。パキスタンをはじめとする南アジ
ア諸国はいわゆる多民族多言語国家の集合である。
こうした国々では、多くの民族がそれぞれ自らの言
語や文化を有しており、ほとんどのことが日本語の
みで事足りる日本とは言語環境が大きく異なる。ウ�
ルドゥー語はパキスタンにおいて、国語であると同
時に連接言語としても機能している。約１億6000 
万人（2008年央推計）を数えるパキスタンの総人口
のうち、ウルドゥー語を母語として話しているのは
わずか７％程度に過ぎず、残りの93％は自分の母
語とウルドゥー語の２言語併用生活を送っている。
つまり、ほとんどのパキスタン人にとってウルドゥ�
ー語は母語ではないが、日常生活には全く支障がな
い程度のウルドゥー語運用能力も有している。その
ため、パキスタンではどこへ行ってもウルドゥー語
が通用する。また都市部では、これに公用語でもあ
る英語が加わり、３言語を使い分けて生活するもの
も多い。インドに居住するムスリムの多くもウルド
ゥー語を日常生活に用いており、南アジア地域に限
っても使用者人口は数億人を数える。�
　ウルドゥー語は、日本語を母語とするものにとっ
ては習得が比較的容易である。その理由の１つに、
語順が日本語とほぼ同一であることが挙げられる。
短文であれば、日本語で考えたとおりの順序で語彙
を並べると通じることが多い。また発音についても、
母音については「ア、イ、ウ、エ、オ」の５つが共
通しており、「カタカナ発音」でも理解される場合
が多い。ただし厳密に比較すると、ウルドゥー語で
は有気音（aspirated sounds）と無気音が区別され
るほか、反舌音（retroflex sounds）と呼ばれる音
があり、正確な発音はなかなか難しい。�
　ウルドゥー語の表記にはアラビア文字が用いられ
る。アラビア文字は本来アラビア語の表記に用いら
れる28文字を指すが、ウルドゥー語表記に用いら
れる文字は、ウルドゥー語特有の音やペルシア語か
らの外来音を表す文字が加えられた計36文字から
なるアルファベットである。アラビア語がナスフ体
という書体を用いるのに対し、ウルドゥー語では�
ナスターリーク体という書体を用いることが多い。�

右上から左下に向かって流れるように書かれるのが
特徴である。この文字は原則として短母音を表記し
ないため、発音する場合に困難を生じる場合がある。
上述のとおり、日本人にとってウルドゥー語の発音
や会話は比較的容易だが、読み書きに関しては、こ
の文字のため、慣れるのには時間がかかる。�
　言語学的には、インド・ヨーロッパ語族のうち現
代インド・アーリヤ諸語に属する。ヒンディー語（イ
ンドの連邦公用語）や、もと東パキスタンであった
バングラデシュのベンガル語は姉妹関係にある。な
かでも、ヒンディー語とウルドゥー語は、言語学的
な観点に立てば非常に近い関係にあり、日常会話レ
ベルでは意思疎通が可能な場合がほとんどである。
たとえば、「お元気ですか？今日も暑いですね」と
いった会話の場合、パキスタンではそれがウルドゥ
ー語として認識され、インドではヒンディー語とし
て認識される。ただし、ヒンディー語はデーヴァナ
ーガリー文字を用いて表記するため、話は通じても
文通はできない、ということになる。また、ウルド
ゥー語話者にはムスリムが多く、ヒンディー語話者
にはヒンドゥー教徒が多いことも、両言語間の語彙
の違いの一因となっている。ウルドゥー語とヒンデ
ィー語には共通点も多いが、同時にインド亜大陸が
たどってきた歴史や政治が深く関わっており、実際
には両者の関係は非常に複雑である。�
　シンタックスの観点からウルドゥー語の特徴として
挙げられるのは、能格構造であろう。能格（ergative）
とは、前述したように動詞が主語の性・数に対応し
て変化するのではなく、直接目的語の性・数に応じ
て変化するという構造である。たとえば、「彼は、
私に本をくれた（　　　　　　　　　.）」という文を
考えてみる。�
（us（彼：３人称単数代名詞後置格）ne（は：能
格後置詞） 　　（私に：１人称単数代名詞与格） 
　　（本：女性名詞単数主格）　（くれた：他動詞
単純過去女性単数形））�
　この文では動詞　　は、本という直接目的語の性・
数に合った形となっている。同一文中で、主格とな
る名詞は１つに限定されるため、意味上の主語であ
る「彼」には後置詞 ne が付加されて後置格形となる。
誰がくれたか、という点よりも、何をくれたか、と
いう点に重きが置かれる、と考えるとわかりやすい。�
�
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パキスタンは危険か？�
　大阪で約90年にわたって教育・研究が続いてい
るウルドゥー語であるが、上述のとおり、この言語
が話されている地域とともに、日本ではあまりなじ
みがなかった言語である。しかし、1998 年５月の
核実験実施や、「9．11」のため、日本でもパキス
タンに関する情報が増え始めた。日本でそうした情
報に接していると、パキスタンをはじめとする南ア
ジアのムスリム多住地域は、テロリストが潜んでい
る非常に危険な地域というイメージを抱きがちとな
る。確かに、国内ではさまざまな事件が発生してお
り、政情不安は事実である。�

　一方でパキスタンは、いわゆるインド世界と中央
アジア世界が出会うという、地政学や歴史の観点か
ら見ても、興味深い場所に位置している。国土の中
央をインダス河が流れ、インダス文明を育んだ豊か
な大地が広がっている。人なつっこく面倒見のよい
パキスタンの人々と接していると、日本での報道が
まるで別世界のことのようにも思えてしまう。パキ
スタンをはじめとするウルドゥー語が用いられてい
る南アジア地域と日本との関係は今後も深まってい
くだろうが、ウルドゥー語研究室が、この地域や居
住する人々を正しく理解する一助となれば、と願っ
ている。�
�


